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自動車業界における標準化の取り組み

・EDI標準化

各OEM毎のEDI化を経て自動車業界としてのEDI標準作成へ

自動車業界におけるEDI標準として、国際標準である
UN/EDIFACTを採用し、２００３年度より各社実用化する。

2000年8月電子情報委員会決議

200４年度までに下記情報種において各社毎の対応完了

DELFOR（注文内示・確定）

DELJIT   （納入指示）

DESADV（出荷）

RECADV(受領）

INVOIC（買掛計上支払通知） １
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自動車業界における標準化の取り組み

・帳票標準化

部品業界より｢情物一致の原則｣に基づき現品票等の
 帳票類の“業界標準化要望”が高まってきた

自工会と部工会の連携により

将来を見据えたあるべき姿を想定し

“標準帳票ガイドライン”を作成（200４年４月第３版）

200５年度に各OEMにおいて移行完了

２
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トヨタにおける標準帳票活用状況

３

標準帳票 適用 活用方法状況

かんばん ○ 1998～「ｅ-かんばん」適用

現品票 × 利用しない

納品書 ○

受領書 ○

支給書 ○

トヨタにとってかんばんは単なる帳票ではなく、

「かんばん＝改善の道具」 。

・２００３～
 

支給品に適用。

但し、号口品（量産品）は、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ。
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トヨタにおける標準帳票活用状況

・トヨタがかんばんを利用するにあたり考慮した点

(1)かんばんをJAMA標準帳票として登録。

主にトヨタｸグループで標準帳票として活用。

４

(2)かんばんサイズを、極力現品表と共通化。
仕入先様にとって、

 2種類の帳票が存在。

かんばん

200mm

現品票

用紙幅=276mm 又は297mm

ミシン目

部品

 メーカー

 エリア
但し、できるだけ

 標準化を考慮しつつ、
 ｅ－かんばん化を

 推進。
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トヨタにおけるｅ－かんばん推進の背景

・トヨタ生産方式＝平準化。（ムダ・ムリ・ムラの排除）

・市場の多様化に伴い、車両バリエーションが増。

「量も種類も一定（平準化）」 「量は一定だが、種類は振れる」

○ｅ－かんばんの導入の場合（理想形）○紙かんばん、ハンド作業の場合

生産月

月度遅めの減

生産前月 生産月

▽

翌月内示

日次の増

月度計画
月度の振れ増幅

大幅な振れ

 が発生

生産前月

▽

翌月内示

生産計画に

 沿った増減

か
ん
ば
ん
発
行
枚
数

日次実績

月度計画

日次実績
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ｅ－かんばんの概要

６

トヨタ 仕入先様

かんばん発行

トヨタ 仕入先様

かんばん発行

かんばん持ち帰り

納入

かんばん電送

納入

○紙かんばん、ハンド作業の場合 ○ｅ－かんばんの導入の場合

使った量と、生産計画に

 基づき、かんばんを発行。

生産計画、

 生産順序、

 生産実績

 に基づき、

 かんばんを発行。

電送された

 かんばんを

 仕入先様で

 発行。
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導入状況

７

国内ﾄﾖﾀ

 工場

国内

 車体ﾒｰｶｰ

海外工場

‘98 ‘99 ‘00 ‘01 ‘02 ‘03 ‘04

田原ﾄﾗｲ
初期展開

梱包機能

追加

ﾕﾆｯﾄ機能

追加

トライ 初期展開 展開

初期展開 一次改善

全工場

導入

完了

‘05 ‘06

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙでほぼ全ての工場に、ｅ－かんばんを導入済み。

新規工場にも、工場立上げに併せて導入。
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ｅｰかんばん導入のメリット

仕入先様の
 効果

トヨタの

効果

・業務の標準化。(グローバルに標準化)

・納入リードタイムの短縮

・需要変動への対応力向上

- 在庫低減

- かんばん
 振れ幅低減

・コスト低減

・仕事の精度ＵＰ

・作業工数の低減

0%

2 0 %

4 0 %

6 0 %

8 0 %

1 0 0 %

'9 8 '0 2

振れ幅小
 の部品

振れ幅大



All Rights Reserved, Copyright © JAMA 2007

トヨタでｅｰかんばん導入で苦労した点

①社内かんばんフォーマットの標準化

９

・トヨタ内に３０種類のかんばんが存在していたが、

一点ずつｅ－かんばん化を推進。

②仕入先様でのｅ－かんばん直接受信の導入。

・ワーキングを設立し、仕入先様にもご参加頂き、
 運用面の理解を深めて頂きつつ、慎重に推進。
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今後のｅ－かんばんの計画

１０

・遠隔地生産の増加に伴い、増加する中継地物流へ対応。

・システムの老朽更新・バージョンＵＰ。

新ｅ－かんばんシステムを導入（２００８／４～）

2008 2009
4 1 4 7 97 10

工
場
側

仕
入
先
様
側

ﾄﾖﾀ車両工場ﾄﾗｲ

車体ﾒｰｶｰﾄﾗｲ

（全約２００

 

社様）

約１５０ 社

 
様

＋約10

 

社

 
様

＋約４０ 社

 
様

６工場展開 １３工場展開 残工場展開

ﾄﾖﾀﾕﾆｯﾄ工場ﾄﾗｲ
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今後のｅ－かんばんの計画

１１

・新ｅ－かんばんの主な変更点

①
 

中継地物流への対応

②
 

専用ネットワーク
 

⇒
 

汎用ネットワーク

③
 

トヨタ提供パッケージシステムによる、比較的安価なシステム
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今後のｅ－かんばんの計画

・新ｅ－かんばんの主な変更点。

①中継地物流への対応

１２

かんばんフォーマットを一部変更。(ＪＡＭＡ標準も変更済)

中継地情報
 を充実

その他、操作性に関わる部分を修正。
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今後のｅ－かんばんの計画

・新ｅ－かんばんの主な変更点

１３

②専用ネットワーク
 

⇒
 

汎用ネットワークの活用
 ③トヨタ提供パッケージによる安価なシステム

現行 新

トヨタ

車体ﾒｰｶｰ

専用
ﾈｯﾄﾜｰｸ

仕入先様

発信機

発信機

受信機

受信機

受信機

汎用
ﾈｯﾄﾜｰｸ

仕入先様

汎用PC

汎用PC

汎用PC

トヨタ

車体ﾒｰｶｰ

ｾﾝﾀｰ
ｻｰﾊﾞｰ

汎用PC

汎用PC

トヨタ
本社
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新ｅｰかんばん推進上の留意点

①仕入先様へのタイムリーな情報提供

１４

・関係仕入先様への説明会を定期的に実施。

計６回実施予定、（５／２６
 

第５回説明会を実施）

②仕入先様での新システムへの運用、操作習熟。

・トヨタより仕入先様に対し、運用教育を予定。

導入ﾍﾞﾝﾀﾞｰより仕入先様に対し、操作教育を予定。
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